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地質調査所について

織をもりている昔

後藤光之助

地質調査所長

佐藤光之助技官

地質調査所は80有余年の歴史をもち時代の流れと

ともに色々な経過をたどって発展してきた.これは明

治以後のわが国の発展と歩調を合わせているものである

が時にはその時代の流れにも相当影響を受けてきたこ

とも認められる.最近はとくに各分野にわたって急

激にその業務の発展がみられているが今後も色々な地

質に関する課題にとりくんでいくであろう.地質調査

所はその業務が多岐になるにつれまた地質に関する専

門分野が分化するにつれその内部の体制をじゅうぶん

検討確立することが必要となってきている.ここに諸

外国における地質調査機関の状況わが国の地質調査所

のおかれた立場課せられた問題今後行なうべき業務

たどにっいて述べたいと思う.

世界における地質調査機関について

現在世界の先進国においては地質調査所をすでに

設置しているところが多くまた新興諸国においてもそ

の建設の動きが活発に行なわれているところが多い.

地質調査所の性格組織規模については国情によっ

て色々異なっているがその主たる任務は地質図の作

製地質に関する科学的調査研究鉱産資源水資源

土木地質等に関する調査研究調査技術に関する研究な

どであってさらに広範囲た業務だとえば地理調査

業務地球物理的観測業務匁ども含まれているところも

ある.

世界において最も大きな規模をもつところはソ連邦で

あろう.ここはわが地質調査所の設立と時期を同じく

して1882年に地質委員会が発足し現在では地質･

地下資源保全省にまで発展している.全ソ連邦地質調

査所はレニ1■グラｰドにありソビエトにおける地質図

の発行地質に関する科学的調査研究地質資料センタ

ｰ的業務などを行なっているが探査的業務は行なって

いない.モスクワには全ソ連邦地球物理探査研究所

石油地質研究所その他の機関がありまた各地区には地

区地質調査所物理探査トラストなどを擁し大きな粗

カナダ地質調査所はおいてはわが国の場合と類似の

形態で一応各種の調査研究業務を行なっているカミ現

在世界の話題となっている国際地球内部開発研究業務は

地質調査所が中心となって行なわれている.

欧州においてはスウェｰデンの地質調査所のように

地質図作製の仕事から鉱山の探鉱事業まで幅広く1本

にまとめて行なっているところやフランスのように

地質図幅調査事業と鉱山探査開発事業などが別個の機関

として存在するところもある.フランスの地質鉱山調

査研究局においては基礎研究から探鉱坑道の開坑まで

の仕事を行なっており国内のみならず主力は広く海外

にまで発展している.また西独においては各州に

地質調査所がありノ･ノｰバｰの本部は国立の地質調査

所として全体の総括的部門地質の実験研究部門外

国地質部門にわかれている.

以上23の例について説明したが地質調査所の性

格というものは地質という学問を背景にして地質図

作製業務地質に関する科学的調査研究各種資源の探

査開発狂どまでの幅の広い調査研究を実施しているが

その国の社会経済の事1青によってその重点のおき方

体制が多少異なっているようである.また地質に関す

る国際研究協力という点についてはその国の中心的役

割りを果たしているところが多く多くの先進国におい

ては海外に対する技術協力の先駆者としての役割りを

行なっている.

わが国における地質調査所のおか机た立場

まず地質調査所に最も関連の深い学問分野である地

質学の立場から考えてみよう.最近目本地質学会のま

とめた｢地質学研究の長期計画｣の内から関連する問題

点をひろってみよう.

地質学は人類の生活に深い関係をもつ地球の表面付近�



地質調査所標本室の一都

の構成物質構造発達史を研究する学問で挙り地球科

学のなかでは最も古くから成立し今日までその重要な

分野をなしているものである.その後地球科学のなか

で新しく発達してきた分野も多くその発達過程を通じ

地質学ということばは色冷な意味にとられている.

わが国では一般に地質学は層位学構造地質学岩石学

鉱床学地史学を含み鉱物学古生物学とはきわめて

近v'ものであるが地球物理学地球化学とは異なった

学問であると考えられている.こうした考え方は日本

の多くの大学の地球科学関係の教室の編成にも現われて

いる.ところが現在アメリカ合衆国においては地

質学は広義には地球物翼学地球化学をも含む学問と考

えられこれらに関係ある面に研究の主力が移りつつあ

る.またソビエトにおいても地質学は地球物理学と

一体の学問と見られている.したがって今後地質学と

いうものは固定した伝統的な地質学の観念にとらわれ

ないで地質学鉱物学地球物理学地球化学などを

含めた地球科学という広い意味において発達していくこ

とカミ望まれているのである.地質調査所はその組織の

うちに地質地球物理地球化学をもち新しい地質

学の発展の場として十分条件をそなえた機関でありこ

れらに関連する研究の促進が望まれているところである.

必要た研究は有機的柱連絡をもりて行匁われるように

その体制を整備せねばならない.

地質調査所はまた社会的要請の増大に応せられるよ

うに強化することが望まれてv'る.この要請に有効に

こたえられるようにするためには長期の見とおLをも

って国土の地球科学的基礎調査を充実することが必要

である.近代的な調査方法を採用し大規模に総合的

に調査を行なうことはとくに地質調査所に期待されて

いる.このよう狂調査をささえるためには地質学や

関連科学の基礎的な研究部門をも充実する必要がある.

地質調査所に要求されるいろいろな調査やそのために

次に地下資源分野の立場から考えてみよう吉地質調

査所は地下資源の調査研究について従来から箆要液役

割りを果たしてきた.これはわが鰯の鉱業政策に基づ

く国として行恋うべき調査研究を実施してきたからであ

る.この方面の業務は今後とも重纂なものと誇克られる､

地下資源分野における最近の重要匁問題としては地下

深部の鉱床の探査開発という点である｡これは従来の

露頭探査的調査では行きづまり資源的に重要な地帯に

ついて広い区域の深部までにわたる地質構造を解明し

これから鉱床賦存の可能性の強い区域を選定していくい

わゆる広域探査がまず探鉱の基本となるということで

ある.このよう桂行き方は深部の潜在鉱床を探査せね

ば在らないわが国の立場としては当然せねばならない

方法で国としての基礎調査として実施されこれに基

づいてさらに探鉱カミ発展していくという過程をとってい

る.これは地下資源の探査開発に関する方法論の発展

の成果であってこれによって地質分野の重要性はさら

に増大するとともに大規模な調査の進展によってさら

に地質探査技術などの面への発展を促すものと考えら

れる.このような経過から地質調査所に姑する要請

は強まり事業的特別研究として拡大してきたのである.

国土開発保全関係の応用地質分野から考えてみよう.

この分野はわが国の特殊性からも最近は著しく発展し

多くの地質専門家が従事するようになってきた.しか

しこの分野においては地下の岩石の物理･化学的性質

および地下の地質構造の定量的解明により工業的要求

にこたえることが望まれている.しかしなカミら現在の

段階においては十分これを満すまでには発展しておら

ずいわぱ定性的解答を与え得る程度のものが多い.

しかし柱がら社会的要請が高くいわば国土調査的要素

が多いのでじゅうぶんこれに答える必要カミありその

体制の強化も望まれている1したカミっでこのような

外部要請に対処するとともにこの分野に関して地質

物理化学讐を総合Lた基礎研究の推進を計ることが緊

要な問題と狂ってv･る.

次に技術開発の面について考えてみよう.地質の近

代化ということが最近強くさけぱれているがこれに答

える1つの重要な目標は技術の近代化であろう.たと

えば学問的にも資源的にも現在地質に関する主要な

課題は広域深部を能率的に精度よく探査することであ

る,このためにはこの種の技術の発展カミ望まれている.�
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また地殻に関する量的な計測技術は応用地質分野な

どにおいては重要注課題であろう.地殻に関する種々

の技術は赤月分野に関連して著しく発達してきたもので

ある.わが国においては民間企業校どにおv･てこれ

らを開発することはむずかしい点か多く地殻に関する

総合的放調査研究機関である地質調査所に依存する度合

いカミ強い.

地殻資料センタｰ的業務については最近の地質調査

業務の普及とともに注目を集めるようになってきた1

地質調査所大学のみならず資源開発国土開発保全

関係において数多くの地質調査物理探査試鋒調査な

どが行なわれておりこれらの資料はばく大なものとな

っている一これらの資料を集め整理総合すること

はわが国の地質分野の発展のみならず資源開発公

共福祉に著しい貢献をするものであろう.このような

意味から地殻資料センタｰの設置がさけぱれている.

(3)地域地質調査研究

地質図幅作製に関ナる調査研究を中心として各種総

合図の編さん特殊地質図の作製(平野地質図海底

地質図重要資源地帯の地質図地球物理図等)およ

び地殻構造に関する調査研究を行なう.

(4)地下資源調査研究

行政に関連する調査研究(天然ガス金属鉱床炭田)

を中心として基礎研究総合編さん在とを実施する.

(5)応用地質調査研究

行政に関連する調査研究基礎研究観測的業務総

合編さんなどを実施する.

(6)資料センタｰ的業務

資料標本の収集整備資料の総合資料の統計的処

理などを目標として順次発展の方向に進めている.

外国との地質に関する国際研究新興国に対する技術

瀞力の問題は地質調査所の特色ある業務として国際的に

も共通のものといえよう.最近この分野の要請が拡大

しつつあリ今後も増大の傾向をとるものと思われる.

国内資源に乏しいわが国においてはとくに外国の地下

資源に依存する度合いが強くその方面の基礎的業務と

してまたわが国の技術を輸出する先駆的業務として重

要なものであろう.

地質調査所の業務について

地質調査所の業務は地質に関する基礎的研究地質図

作製業務から行政に直結する調査の範囲にわたり幅広い

ものである.上記の課題を解決するためには外部情

勢外部要請学問技術の動向所内の人員構成を十分

考慮した上で基礎赤用分野に関し均衡のとれた体制

を確立し実施することが必要であろう.

(7)海外地質調査研究

国際的学会関係国際連合関係日本からの技術協力

外国政府からの科学技術協力要請および外国人専門

家の研修などに応じている.

次にその業務について述べよう.

(1)地質･地球物理･地球化学に関する基礎研究

他の業務分野との関連を考慮してテｰマ選択の方向

を決めるがとくに地質調査所の特色を生かし総合

研究的なものを重視していく.

(2)技術開発研究

この分野に関してはとくに地下資源応用地質など

との結び付きを考慮する必要がある.一部にはわが

国における技術センタｰ的役割りを果たしうる体制も

考慮する必要がある.

以上述べたようにわが国の地質調査所は多岐にわた

る分野についてその業務が課せられている.これらの

業務は互いに相関連しておりこの場合最も重要なこと

はこれらを有機的に結合して円滑に運営していくこと

である.これはなかなかむずかしい面をもっているが

これを解決することが地質調査所の調査研究の効果を高

めるために緊要荏ことであろう.すなわち総合研究体

制の確立カミ重要な点となる.したがってもし外部要

請が急激に増大す苓ような分野についてはとくにそれ

に対する体制を新たに考えることが必要となろう.

(筆者は地質調査所長)
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